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守口市教育委員会



「学びカアップグレード資料集」の発行にあたって

本市では、「平成21年度全国学力・学習状況調査」の結果について、教育委

員会事務局に設置している「結果分析・学力向上研究チーム」により、市内全

体の学力・学習状況の傾向や成果と課題についての分析を行いました。（教育委

員会ホームページに掲載http：／／wvvvv．mkc．zaq．nejp／morLkyouiku／）

その中でいくつかの課題が浮かび上がってきました。例えば、「文章から必要

な情報を読み取り、簡潔にまとめて書くこと」や「文章や式を用いて自分の考

えを筋道立てて説明すること」などに課題があることです。

このような課題を解決するために、課題となった調査問題の趣旨を読み取り、

授業改善のための異体的なアイデアや指導にあたっての留意点を載せた資料集

を作成しました。

資料集を作成しながら明らかになったことがあります。ひとつは、調査問題

の内容が、“新しい学習指導要領で求められる学力”を反映したものであるとい

うことです。さらに、全教科で記録・報告・論述・発表・討論などの言語活動

の充実を図ることが、課題解決につながるということです。

国語、算数・数学にかかわらず全ての教科や学習活動で、この資料集をご活

用いただき、授業改善・学力向上の取組みを推進していただきますようお願い

いたします。本資料集が、教職員のみなさんの日々の授業づくりに役立つこと

を願っています。

平成21年11月

守口市教育委員会
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【小学校　国語（1）読むこと】

文章を読み取る工夫をざ

∴ニー∴干草芋軍芋二千三二享〒千三〒〒≡＿

（1）比喩や反復など様々な表現の工夫を読み取る指導で、自分の表現に活用で
きるようになります。

（2）文章の構成の仕方を読み取る指導で、自分の考えを整理し、まとめること
ができるようになります。

（3）目的に応じて効果的な読み方を工夫する指導で、自分の考えをまとめるこ

とができるようになります。

＊〔〕内の記号怯、問題冊子と問題番号

文の中で、たとえて

いるところをさがせば

いいんだね！

（
鮪
二
葉
幸
子
r
大
お
ば
さ
ん
の
不
愚
濱
な
レ
シ
ピ
」
　
に
上
る
。
）

【
表
現
の
く
ふ
う
】

1
　
美
奈
と
友
だ
ち
と
の
関
係
が
分
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
や
考
え
方
を
書
い
て
い
る
。

2
　
美
奈
が
体
験
し
た
こ
と
を
、
ほ
か
の
登
場
人
物
に
対
し
て
語
り
か
け
る
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

3
　
美
奈
が
取
り
組
ん
だ
お
菓
子
づ
く
り
の
こ
と
を
、
つ
く
っ
た
順
序
の
と
お
り
に
青
い
て
い
る
8

4
　
美
奈
が
お
菓
子
を
つ
く
る
た
び
に
失
敗
し
て
し
ま
う
様
子
を
、
た
と
え
を
使
っ
て
書
い
て
い
る
。

美
奈
は
悲
鳴
を
あ
げ
た
。
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
が
焼
き
あ
が
る
は
ず
だ
っ
た
の
に
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
で
て

き
た
も
の
は
ま
っ
黒
な
庚
だ
っ
た
か
ら
だ
。

美
奈
は
、
こ
の
ご
ろ
日
曜
日
に
は
お
菓
子
づ
く
り
に
専
念
し
て
い
る
。
先
週
は
ク
ッ
キ
ー
を
焼
い
た
。

で
き
あ
が
っ
た
も
の
は
、
み
⊥
う
に
歯
に
く
っ
つ
く
ク
チ
十
ク
チ
ャ
し
た
ガ
ム
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
ま
え
の
週
は
、
ド
ー
ナ
ツ
を
あ
げ
た
。
お
い
し
そ
う
な
き
つ
ね
色
に
あ
が
っ
た
の
に
、
中
は
空
洞

だ
っ
た
。
そ
の
ま
え
は
、
プ
リ
ン
を
つ
く
っ
た
。
ポ
ソ
ポ
ソ
と
し
た
ス
ポ
ン
ジ
み
た
い
だ
っ
た
。

そ
れ
も
こ
れ
も
、
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
友
だ
ち
同
士
で
手
作
り
の
お
菓
子
を
も
ち
よ
っ
て
‥
ハ
■

テ
ィ
ー
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
ま
っ
た
く
だ
れ
が
い
い
だ
し
た
ん
だ
ろ
う
。
わ
た
し
で
は
な

か
っ
た
。
美
奈
は
、
た
め
息
を
つ
い
た
。

回
次
は
、
お
賢
三
く
っ
て
い
る
袈
主
人
公
に
し
て
書
か
れ
た
物
語
の
一
部
で
す
。
文
章
の
歪
の

く
ふ
う
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
あ
と
の
1
か
ら
4
ま
で
の
中
か
ら

一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
上
う
。

〔A一酔　主人公の行動や心情を描写した文革の表現の工夫をとらえることに課題がある。

【正答率　守口56．3％　全国58．7％】
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【小学校　国語（2）書くこと】

整理して書く工夫をき

目的や意図に応じて必要な事柄を整理し、事実や意見などを関係つけて

書くことに課題があります。

（1）手紙やはがきの書き方の指導で、様々な相手や目的に応じて、実際に手紙

を書くことができるようになります。

（2）様々な文章を1文で要約する指導で、必要な事柄を整理して書くことがで

きるようになります。

（3）調査報告文を書く指導で、目的や意図に応じて、事実や意見などを関係つ

けながら書くことができるようになります。

＊〔〕内の記号は、問題冊子と閏題番号

はがきがちゃんと届くた

めには、宛て名と住所を

正しく書かなければ！

正
エ　 ウ　 イ ア　 答

1　 3　 2 4

4
　
相
手
の
住
所

3
　
自
分
の
住
所

2
　
相
手
の
名
前

1
　
自
分
の
名
前

回
小
林
さ
ん
は
、
転
校
し
て
い
っ
た
友
だ
ち
に
は
が
き
を
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
は
が
き
の
表
に
名
前
や

住
誓
書
葺
次
の
日
・
日
・
［
凹
・
［
出
の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い

も
の
を
、
下
の
1
か
ら
4
ま
で
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ー
つ
選
ん
で
・
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

〔A個〕はがきの表書きに必要なことがらの順序を考えて書くことに課題がある。
【正答率　守口62．8％　全国67．0％】
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【小学校　国語（3）話すこと・聞くこと】

話し合う壕の工夫をJ

＊〔〕内の記号は、問題冊子と問題番号

E
次
は
、
谷
川
さ
ん
の
学
か
禦
人
た
ち
と
の
文
筆
行
う
姉
の
墓
に
つ
い
．
て
芸
っ
善

の
l
部
で
す
。
　
－
　
　
部
は
、
司
会
者
の
進
め
方
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
ど
の
よ
う
も
と
こ
ろ
が
良
い
か

悪
閂
封
Ⅵ
舅
・

【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】

谷
川

～
　
（
副
の
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
）
～

は
∴
∵
■
ぱ
く
た
ち
の
町
に
伝
わ
る
昔
話
が
い
い
y
三
馬
＝
∵
王
す
。
町
に
伝
わ
る
昔
話
な
ら
・

地
域
の
ふ
な
さ
ん
も
は
く
た
ち
も
楽
し
め
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

～
　
（
同
じ
よ
う
な
意
見
が
続
く
）
　
～

わ
た
し
は
、
資
堵
人
物
の
多
い
法
が
い
い
と
思
い
ま
す
．
ふ
ん
む
が
登
場
し
て
、
地
域
の

ふ
な
さ
ん
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

～
　
（
同
じ
よ
う
な
意
見
が
続
く
）
　
～

今
出
さ
れ
て
い
る
東
は
二
町
に
伝
わ
る
昔
藷
」
と
「
登
場
人
物
の
多
い
括
」
で
す
。
そ
の

ほ
か
に
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
（
し
ば
ら
く
時
間
を
お
く
）
な
け
れ
ば
、
当
「
叫
射
d
d
制

ら
に
も
合
う
　
材
を
　
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
　
し
合
い
を
　
め
て
も
い
し
で

い
い
で
す
。

～
　
（
話
し
合
い
が
続
く
）
　
～

正
答
例

出
さ
れ
た
二
つ
の
意
見
を
合
わ
せ
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
良
い
。

出された意見をま

とめる方法を考え

ているよね！

A一回　話し合いを計画的に進める司会の役割や働きをとらえることに課題がある。

【正答率　守口61．7％　全国68．0％】
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さ長夜襲撃帯革を十 ・ こんなことに留恵して ‥㍉

☆少人数のグループで話し合う壕を設定し、
・出された意見をどのように整理し、話し合いが

とどこおった時にどのように発言を促したらよ

いか、対立が起きた時にどのように処理するか

などについて具体的に指導する。

【「はなしあいてむ」の活用】

・発表原稿を書くことにより、考えが整理され、

発表に対する自信が生まれる。

児童一人一人が司会を経験する。

☆全ての教科等において、発表の仕方 （理由

や具体例を示して、考えを述べること）を身

に付ける。

・話し方のモデル（話型）を示す

☆ 調べたことや考えたことをもとに、座談

【「2 0 0 字作文題材集」の活用】

・話し合いや討論するために、事前に考えをまと

めたり、本や文章を調べたりする活動を用意す

る。根拠となる資料として、アンケートやイン

会やパネルディスカッションをする。

（国語の教科書に教材が掲載）

○その他、話す力聞く力を伸ばすいろいろな場面 タビューも効果的である。

・話し合い活動を各教科等の学習や日常生活にお

いて積極的に取り入れる。

・ブックトーク　 ・スピーチ　 ・討論会

・ディベート　 ・ポスターセッション

6



【小学校　国語（4）言語事項】

適切な昔話を活用する機会を！

三‾二…≡≡三三三二子≡二千三三二子子：：‾＿干＿‾、〒千三≡…子等二三l

（1）ローマ字を生活の中で積極的に取り入れることで、ローマ字を活用するこ
とができるようになります。

（2）作文の推敲指導と関連付けながら、長い文を書き分ける指導で、わかりや
すい文章を書くことができるようになります。

＊〔〕内の記号は、問題冊子と問題番号

7



・こんな学習活動を ・．‥ こんなことに留蓑して ・・・・

☆ローマ字を生活の中で積極的に活用する。 】 ・「ローマ字日記」や 「ローマ字 しりとり」など、

○生活の中での活用 家庭学習にも組み込んでいく。

（例）
ローマ字を生活の中に取

り入れて、活用すること

が大切です0　 ご‾：

　－ぐ㌔　＝：÷ふ、′数人∴

・第 3 学年及び第 4 学年で、修飾と被修飾との

・ローマ字日記

・ローマ字しりとり

・コンピュータのローマ字入力

・自分の作品にローマ字でサインする。

・教室の掲示物などにローマ字を取り入れる。

☆主述の関係に気を付けて、長い文を一文一文

に書き分ける。 関係や、指示語 ・接続語の役割について系統

○書き分け方 的に指導する。

（例） ・作文の推敲指導と関連付けながら、長い文を

・一文を二つの文に分ける。 書き分ける指導を様々な機会をとらえて継続

・一文を三つの文に分ける。 的に行なう。

・二つの文をつなぐ接続語を考える。



【小学校　算数（1）数と計算・図形】

文章や式にさる笛遵立てた娩嶋を！

肛汲文章や式で自刀の聖を竺道立てて那ることに果題力あ。ます

（1）式と答えだけでなく、自分の考えをノートに書く習慣を身に付ける指導で、
自分の考えた筋道（解決の過程）を説明できるようになります。

（2）発表する機会を多く作り、言葉と式や図を対応させて説明するよう指導す
ることで、論理的に説明する力がつきます。

（3）時間や単元の終わりに、学習のまとめ（振り返り）の時間を設定すること
で、自己評価ができ、進んで学ぶ意欲を高めることができます。

＊〔〕内の記号は、問題冊子と問題番号

（3）下の図のように．bつの円の中に「子どもまつり」と書かれた長方形の紙

があります。

＿＿＿一一120cm一一一一＿＿＿

紙のたての長さは80cm．横の長さは120cmで．図のように，紙いっ

ぱいにbつの同じ大きさの円がかかれています。

これと同じものを作りたいので，lつの円の半径の長さが何cmになるか

を求めます。

ゆうじさんは，紙のたての長さを使って．lつの円の半径の長さを．次の

ように求めました。

ゆうじさんの求め方

式　80÷2＝40

40÷2＝20

答え

20cm

！托明　　紙のたての長さは80cmです。

円がたてに2つならんでいるので．80÷2＝40で

直径の長さを求めました。

半径の長さは直径の半分なので．40÷2＝20で

半径の長さを求めました。

だから．半径の長さは20cmです。

ゆうじさんと同じ求め方で．紙の横の長さを使って．lつの円の半径の長

さを求めると，どのような式と鋭明になりますか。

下にある求め方の．2つの式の［コの中には数を一（）の中には

青菜と式を入れましょう。それぞれ解答用紙に昔きまし上う．

求め方

式120÷［コ＝［コ　　　　　答え

□÷［：コ＝［＝］

説明　　紙の横の長さはI20cmです。

ヽ

20cm

繁醐　　　＃藁轟

だから，半径の長さは20cmです。

【式】120÷［亘］＝巨司

巨司÷［二司＝匡司
【説明】

円が3つならんでいるので、

120÷3＝40で、直径の長さを求

める。

半径の長さは直径の半分なので、

40÷2＝20で、半径の長さを求め

る。

〔B一回（3）〕示された解決方法を理解し、見方を変えた別の解決方法を考え・言葉と式

を用いて記述することに課題がある。

【正吾率　守口　25．2％　全国　30．4％】

9



（3）よう子さんたちは．おふやげかノ執二束ています。

この博物館で売られている′、ンカナ．ボールペン．ノート．消しゴムの定

価は．次のとおりです。

′、ンカナ　　　　ボールペン　　　　ノート　　　　　消しゴム

350円　　　　280円　　　　250円　　　　200円

よう子さんは．ハンカチ．ボールペン．ノート．消しゴムの中から2種類

の品物をヌおうと思って＼・ます。使える金額は500円です。

よう子さんは．次のことに気がつきあした。

ハンカチを買うと．もう1種類の品物が買えません。

よう子

′、ンカナを買うと．もうl種類の品物か欄え1い．、わけを．式と言葉を使っ

て書きましょう。

正答

（例）ハンカチを買うと500－350＝150で、

使える金額の残りは150円。残りの3種類の

品物の中で、一番安い消しゴムでも200円で、

150円より高い。だから、ハンカチを買うと、

もう1種類の品物は買えない。

〔B－3（3）〕文章から条件を取り出し、筋道だてて考えることに課題がある。

【正答率　守口　34．1％　全国　33．9％】

10



【小学校　算数（2）量と測定】

必等等情報を見つけ出す活動を！

（1）実際の長さを測り、面積や体積を求めたり比べたりする体験的な活動を多
く取り入れる指導で、必要な長さについての理解が深まります。

（2）課題テストやまとめのテストなどで、直接数値の与えられていない問題を
出題することで、面積や体積の意味や公式の意味を確認できます。

（3）他教科との合科で、図や立体をつくる活動を多く取り入れることで・面積
や体積、量の測定に触れる機会を多く持つことができます。

＊〔〕内の記号は、問題冊子と問題番号

√
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［∃

ゆうじさんの学校では．チビもまつりの準備をすることになりました。

（りゆうじさんの学校には．次の団のよう1髄があります。下の・諾意の

場所に．子どもまつりのポスター引よろうと思います。

上の団のかべの高さを知りたいので．階段を使って調べます。

かべの高さを求めるためには．下のアから工までのうち．どれが必要です

か．アから工までの中から必要なものをすべて遷んで，その紀号音書きま

しょう．重た．かべの高さを求める式を書きまLJ：う。

ただし．計算の答えを書く必要はありません．

ア（Dの長さ　　200cm

イ　②の長さ　　　30cm

ウ（参の長さ　　14cm
たんす1　　　　　　　　′－人

工　階段の段数　15段

正答 【記号】ク，エ

【式 】1 4 ×1 5

〔B－1（1）〕　示された部分の長さを求めるために、必要な情報を選択し、求め方を式に

表すことに課題がある。

【正答率　守口　46．7％　全国　51．1％】

・－こ ん な 嚢習 藩 動 を ‥・＿∴ こん な こ とに 等恵 して ‥ ‥

☆　 実 際の 長 さ を 測 り、面 積 や体 積 を 求め た り ・実 生 活 や 実 社 会 か ら取 り出 した 図 形 を 用 い る 。

比 べた りす る活 動 を多 く 取 り入 れ る。 ・も の さ しの 誤 差 につ い て も説 明 す る 。

過剰条件の中から必要な条件

・ 平行四辺形や三角形の辺の長さをものさしで実際に

測 って面積を求める。

・ 牛乳パ ックなどの容器の辺の長さを測 って体積を

求める。 や値をとりだす活動をするこ

・ 1 0 0 0 立方センチメー トルの立体を作る。 とにより深く考えさせること

・　 さらに、 1 0 0 1 立方センチメー トルの立体喜作 ができます。

る。 わ

☆　 課 題 テ ス トや ま とめ の テ ス トな どで 、直接
　 ｛＋＋　㌣二㌔ ′′

1．・、…隈・ノ∴1∴

　二、－°、‥や■

・図 工 科 や 家 庭 科 な ど の 他 教 科 で も 、 数 値 を 測

数 値 の 与 え られ て いな い問 題 に取 組 む。

・過去の学力 ・学習状況調査の問題も参考に。

・問題づくりをする。

☆ 他 教 科 との合 科 を考 え、図 や 立体 をつ くる

活 動 を多 く取 り入 れ る。 る と き に 算 数 的 活 動 を 意 識 す る 。

・同じ密形によるしきつめ模様をつくる。（囲工科）

・布地の面積を求める。（家庭科）

12



【小学校　算数（3）数量関係】

裏やヴ弓了か弓読み取る活動をJ

＊〔〕内の記号は、問題冊子と問題番号

時



（2）上う子さんたち軋　港博物館に泉て．下のようなグラフを見ています。

（せき）　　　　 港 に 入 っ た 船 の 数

1 0 万

5 万

0

等轟琵

買慧

ネ†ぎr．＿鷲
泣

藍子 ∵ 心十

一■ご7－

讃
■　t

1 9 6 5 早　 川 7 5 年　 l 9 8 5 年　 l 9 9 5 年　 2 0 0 5 年

（昭か 4 0 利 （昭和 5 0 年〉 （昭和 bO 利 （■平成 7 阜 ） （平成 17 年）

上のグラフで．2005年に港に入った船の枚は．いちばん多かった羊と比

べて約何せき減り壬したか。一万の位までの株数で答えを書きましょう。

正答　 （約）3 0 0 0 0 （せき）

または　 （約）3 万 （せき）

〔B個（2）〕棒グラフから必要な数量を読み取り、差を概算で見積もることに課題がある。
【正答率　守口　48．4％　全国　54．8％】
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【小学校　算数（4）数量関係】

割合句意喋を実感で董卓活動を

（1）割合についての異体的な活動を取り入れる指導で、比較量と基準量の関係
が実感でき、理解が深まります。

（2）社会科や理科の教材などの課題や、実社会や実生活からの数値での、全体

＊〔〕内の記号は、問題冊子と問題番号

巨］

ある会場に小学生が集まりました。

集まった小学生200人のうち80人が女子でした。

女子の人数の割合は，集まった小学生の人数の何％ですか。下の1から

4　までの中からlつ選んで，その番号を書きましょう。

1　0．4％

2　2．5％

3　40％

4　80％
全体のうち、いくつ

分になるか、考えれば

よかったんだね！

〔A－7〕　百分率を求めることに課題がある。

【正答率　守口　53．3％　全国　56．9％】
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□
あかねさんの学校では，リサイクル活動を行っています。

あかねさんたちは，4軋　5月，6月のリサイクル活動で

集めたものの重さを．下のようにグラフにまとめました。

リサイクル活動で集めたものの月ごとの重さ

（3）4月の全体の重さをもとにしたベットポト′レの重さの割合と．6月の全体

の重さをもとにしたベットポト′しの重さの割合を比べると，どのようなこと

が言えます机

下の1からさまでの中から正い、ものをlつ選んで．その番号を雷き

まし上う。また・その番号を選んだわけを．官業や式を使って書きまし⊥う。

1ペットボトルの重さの割合は．4月のほうが大きい。

2　ペットボトルの重さの割合は，4月と6月で同じ。

3　ペットボトルの重さの割合は．6月のほうが大きい。

正答　【番号】1

【わけ】ペットボトルの重さの割合は、ペ

ットボトルの重さ÷全体の重さで求められ

る。ペットボトルの重さは、4月と6月で

同じだけれど、全体の重さは4月のほうが

6月より小さい。だから、ペットボトルの

重さの割合は、4月の方が大きい。

〔B－5（3）〕　全体の量が違う場合の割合の比較を行うことに課題がある。

【正答率　守口　14．4％　全国17．7％】

宣 ふ藩学喪活動を 轟 ．享 こんをことに等欝レ竿三‡■．；：■′、葦

☆　比較量と基準量を実感できる割合につい ・基準になる量はなにか、比べる量は何かを明

ての活動を取り入れる。 ちかにする。

・数学的活動を多く取り入れる。

イ全体の量のいくつ分にあたるか」を実感させ

・床にシートを12 枚用意し、誕生日ごとにこどもをの

せて 「こみ具合」を体感させる。

・1 0 秒走 （1 0 秒間にどれだけ走れるか）をもとに、

速さを実感させるような活動を行う。

・1 リットルのガソリンでどれだけ走れるかを計算する。

☆ 社会科や理科の教材を活用し、全体の量が

るような場面設定をする。

・基準になる量が変われば、割合の意味も変わ

違うものを比較する場面を持つ。 ることを意識させる。

実物を用意すると、意

欲を高めることがで

きます。

　 …帯′′′二でヽ・　軒簿黙

・県や国ごとの人口密度比較 （社会科）

・水とホウ酸を使って、ものの解け方の実験 （理科）

☆ 実生活からとりだした敦材を用いる¢

・料理のレシピ （ドレッシングの酢と油の割合）

・絵の具を混ぜて新しい色をつくる ．牒訝．二、‾

（赤：青：白＝2 ：3 ：1の割合）
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【中学校　国語（1）読むこと】

文章を読み取る工夫を！

短歌の形式に従って意味のまとまりをつかむことや、文章と図表な

の資料を関連づけて読むことに課題があります。

（1）古典学習の導入にあたり、文語調の文章に親しませる指導で、古典文学に
対する興味や意欲が高まります。

（2）短歌を読む際には、旬の切れ目をとらえる指導で、作品の構造や作者の感
動のありようをとらえることができるようになります。

（3）図表などの資料を含む文章を読み、本文と資料の関係について考える指導
で、資料の効果について考えることができるようになります。

＊〔〕内の記号は、問題冊子と問題番号

一
A
の
短
歌
に
つ
い
て
・
吉
葉
の
つ
な
が
り
や
意
味
の
ま
と
ま
り
か
ら
切
れ
め
を
付
け
る
と
し
た
ら
ど
こ
に
な
り
ま
す
か
。

最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
（
「
／
」
は
切
れ
め
を
表
し
ま
す
。
）
。

l
　
秋
暮
れ
て
／
今
年
も
さ
む
し
午
后
は
や
く
日
か
げ
る
庭
の
白
菊
の
光
り

2
　
秋
暮
れ
て
今
年
も
さ
む
し
／
午
后
は
や
く
日
か
げ
る
庭
の
白
菊
の
光
り

3
　
秋
暮
れ
て
今
年
も
さ
む
し
午
后
は
や
く
／
日
か
げ
る
庭
の
白
菊
の
光
り

4
　
秋
暮
れ
て
今
年
も
さ
む
し
午
后
は
や
く
日
か
げ
る
庭
の
／
白
菊
の
光
り

（
注
1
）
汝
＝
お
ま
え
。

（
注
2
）
舗
道
－

－
表
面
を
平
ら
に
舗
装
し
た
道
路
。

C
　
街
灯
の
光
と
ど
か
ぬ
舗
道
に
て
落
葉
あ
か
る
く
月
照
り
に
け
り

さ
と
よ
ノ
き
　
た
ろ
・
り

佐
藤
佐
太
郎

B
　
水
す
ま
し
磯
に
む
か
ひ
さ
か
の
翫
折
が
い
き
ほ
ひ
よ
鋸
か
な
れ
ど
も
　
　
就
獣
割

A
　
秋
暮
れ
て
今
年
も
さ
む
し
午
后
は
や
く
日
か
げ
る
庭
の
白
菊
の
光
り

木
下
利
玄

同
］
次
の
A
か
ら
C
ま
で
の
短
歌
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

〔A一計一〕短歌の形式に従って意味のまとまりをつかむことに課題がある0

【正答率　守口28．3％　全国28．9％】
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こんな学習活動を・ こんなことに留意して・

☆古典学習の導入にあたり、文語調の文章に

親しませる指導を工夫する。

○見て読むだけでなく、聞いてリズムや語嚢にふれたり、

声に出して読んだりする。

く例〉標語、校歌、おとぎ話・笑い話の原典

☆旬の切れ目を考えながら、俳句や短歌を読む

機会を増やす。

○言葉のつながりや内容のまとまりから、旬の切れ目をと

らえ、作者の気付きや感動について考える。

☆図表などの資料を含む文章を読み、本文と資

料の関係について考える。

○資料の効果について考える。

く例〉・資料から読み取ったことを説明する。

・資料と対応する本文中の部分に傍線を引く。

・他にどのような資料が考えられるか話し合う。

・自然や情景描写、行動描写、会話文など、文

章中の語句について、辞書的な意味だけでな

く、文脈における意味を考えさせる。

・韻文としての詩歌だけでなく、校歌の歌詞や

標語など、古典文学における語葉やリズムが、

現代にも受け継がれていることに気付かせる．

・おとぎ話や笑い話の原典にふれさせるなど、

古典を身近に感じさせる指導を工夫する。

・教科書の教材を用いて同様の指導を行うと効

果的である

文章や図などの複数の

資料をもとに、必要な情

報を得ることは、国語科

のみならず各教科等で

も大切です。
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【中学校　国語（2）書くこと】

相手や目的に応じて表現の仕方に工夫をぎ

（1）書く必要のある事柄を整理する力を高める指導で、読みとった内容を文章
中の言葉を用いて再構成できるようになります。

（2）相手や目的に応じた書き方の指導で、効果的に表現することができるよう

になります。

（3）簡潔に表現する力を高める指導で、相手に分かりやすく伝えることができ
るようになります。

＊〔〕内の記号は、問題冊子と問題番号

丈

【
学
校
図
書
館
　
案
内
図
】

ア
　
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
の
「
竹
」
に
は
、
ど
の
よ
う
な
見
出
し
を
書
く

の
が
適
切
で
す
か
。
【
子
ど
も
図
書
館
　
案
内
図
】
の
工
夫
を
取
り
入
れ

て
書
き
な
さ
い
。

正答例

郷土について知りたいとき

必要な情報を見

つけて、キーワー

ドで表現するんだ

よね！

〔B一計3－ア〕資料に表れている工夫を自分の表現に役立てることに課題がある。
【正答率　守口51．1％　全国59．1％】
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こんな学習活動を‥・ こんなことに留意して・・・

☆書く必要のある事柄を整理する力を高め

る。

○どのように書くとわかりやすいか考える。

・取捨選択をして、優先順位をつける。

☆相手や目的に応じた書き方を工夫する。

○相手と目的をはっきりさせる。

〈例〉・だれへ何を伝えるのか。

・敬体で書くか、常体で書くか。

・どう書くのが効果的か。

☆簡潔に表現する力を高める活動をする。

○キーワードを見つける

〈例〉・形式段落ごとで探す。

・まとまりのある段落ごとに、要点を書く。

・取材した材料について必要な事柄を選択させ、

優先順位をつけて整理させる。

・学習指導要領に示された言語活動例（芸術作

品の鑑賞文、記録文、案内文、報告文、詩歌

や物語作り、意見文、礼状などの手紙文、批

評や編集）に基づいて、文章の種類や様式に

ついての知識を身につけさせる。

・他の教科等や日常生活において、相手や目的

に応じて書く活動を豊富に経験させる。

・まとまりのある文責を箇条書きにしたり、形

式段落に小見出しをつけたりしながら、簡潔

に表現する活動を多く取り入れる。
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【中学校　国語（3）話すこと・聞くこと】

話し方の工夫を！

効果的なスピーチをするために話の展開の仕方を工夫することに課題

があります。

1）聞き手を意識した話し方の指導で、話の展開の仕方を工夫できるようにな
ります。

（2）様々な場でのスピーチを経験させる指導で、効果的なスピーチをすること
ができるようになります。

（3）題材（テーマ）に対する思いや願いを大切にさせる指導で、生徒の興味・憂

二、．ぶこ∴‥．誓誓誓誓誓≡警二二二；．こ．こ．…こ∴こて＿∴∴ぶi‘品∴
＊〔〕内の記号は、問題冊子と問題番号

も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1
　
聞
き
手
の
意
見
を
確
か
め
、
説
得
力
を
高
め
る
効
果
。

2
　
聞
き
手
に
発
音
を
促
し
、
議
論
を
活
発
に
す
る
効
果
。

3
　
聞
き
手
の
注
目
を
集
め
、
ス
ピ
ー
チ
に
引
き
込
む
効
果
。

4
　
聞
き
手
に
感
想
を
求
め
、
考
え
を
明
確
に
さ
せ
る
効
果
。

肇
の
「
嘉
に
r
汗
－
と
菅
、
字
の
読
み
方
量
ね
る
。
」
に
は
ど
の
よ
う
な
鷲
が
あ
り
ま
す
か
。
次
の
1
か
ら
〝
ま
で
の
う
ち
、
毅

か
し
そ
れ
で
は
だ
め
だ
と
思
い
、
今
年
は
学
級
委
員
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
の
一
年
間
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
今
年
こ
そ
み
ん
な
を
リ
ー
ド
し

て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼

こ
の
よ
う
に
、
部
活
動
と
学
級
委
員
の
両
方
で
「
汗
」
の
一
字
を
今
年
の
テ
ー
マ
に
し
て
、
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

私
に
は
、
今
年
の
日
射
当
引
当
糾
「
汗
」
に
関
係
し
て
い
葺

ま
ず
一
つ
め
の
目
標
は
、
卓
球
部
で
た
く
さ
ん
汗
を
流
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
冬
に
骨
折
し
た
こ
と
も
あ
り
、
三
月
ま
で
汗
を
流
す
ほ
ど
の

練
習
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
部
活
動
も
こ
の
夏
で
い
よ
い
よ
引
退
で
す
。
だ
か
ら
、
最
後
の
大
会
に
向
け
て
み
ん
な
と
一
緒
に
い
っ
ぱ
い
汗
を

流
し
て
・
悔
い
の
警
な
い
結
果
を
痍
し
た
い
の
で
す
。
岳
琶
閏
闇
酬
闇
巳

も
う
一
つ
の
目
標
は
、
何
だ
と
思
い
手
か
。
普
土
＝
裾
洲
旧
制
関
山

そ
れ
は
、
み
ん
な
の
た
め
に
汗
を
か
く
こ
と
で
す
。
私
は
今
ま
で
、
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
人
に
頼
っ
て
ば
か
り
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し

十十－、

と
育
＼
　
字
の
続
み
方
を
尋
ね
る
。

聞き手に対して、どん

な効果があるのか

な？

t
北
村
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
原
稿
】

〔A一回一1〕効果的なスピーチをするために話し方の工夫をすることに課題がある0
【正答率　守口70．8％　全国75．8％】
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こんな学習活動を・・・ こんなことに留意して・・・

☆聞き手を意識した話し方や話の展開の仕

○相手意識、日的意識を明確に

・立場や主張、理由や具体例、一文の長さを工夫

・話し言葉と書き言葉の違いなど、言語事項と関連づけ

て

・原稿に頼らず、聞き手の反応を見て話す習慣

☆様々な場でのスピーチを経験する。

〈例〉・国語科やその他の教科‥・・感想、紹介、説明

・読書感想文発表会

・ホームルームでのひとことスピーチ

☆題材（テーマ）に対する思いや願いを大切

にスピーチ

0なぜ、この題材（テーマ）選んだのか

・理由、伝えたいこと

○思いを伝えるために、話の材料をどのように収集するか

○収集した材料を、どのように組み合わせるのか

○それらを用いて、どのように話すのか

・相手や目的、場面や条件に応じて話の内容や

構成の仕方を工夫することが必要。

・音量、速度、調子、閏など音声面の異体的な

観点を示し、その変化が聞き手にどのような

影響を与えるかを実感させる。（お互いに評価

シートなどでスピーチをチェックさせる）

・感想や紹介、説明などの典型的な形式を示し

て、それを意識したスピーチを経験させる。

・各教科の学習や学校生活の中で、スピーチの

機会を数多く経験させる。

【「はなしあいてむ」の活用】

学年や時期に合わせ、生徒

の興味・関心が高まる題材

を設定することです。
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【中学校　国語（4）言語事項】

文脈句中で詩句を適切に使うことがで登るさうに！

主語（主部）に対応させて述語（述紺を適切に書くことや、語句の意味を
理解し、文脈の中で適切に使うことに課題があります。

（1）主語や述語の関係に気をつけて読む・書く活動を意識させる指導で、読み

やすくわかりやすい表現ができるようになります。

（2）日頃から全ての教育活動で、言語環境を整えることで、文字に対する意識
や語句の活用についての意識を高めることができるようになります。

（3）短文を作ったり、適切な言葉を選んだりする指導で、語句の意味を理解し、

文脈の中で適切に使うことができるようになります。

正答例 合うことです。

描
い
た
「
モ
十
・
リ
ザ
」

角
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三
　
次
の
ア
か
ら
オ
ま
で
の
文
で
は
、
最
も
適
切
な
青
葉
を
、
力
の
文
で
は
t
　
－
風
格
に
当
て
は
ま
る
漢
字
と
し
て
正
し
い
も
の
を
・
そ
れ
ぞ
れ
へ
　
）

の
1
か
ら
4
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ァ
　
急
い
で
い
る
と
き
は
、
靴
を
は
く
の
も
て
　
お
こ
が
ま
し
い
　
2
　
い
ち
じ
る
し
い
　
3
　
も
ど
か
し
い
　
4
　
は
な
は
だ
し
い
）
。

ィ
細
分
の
と
き
に
、
鬼
を
お
い
は
ら
う
T
　
は
か
ら
い
　
2
　
な
ら
わ
し
　
3
　
と
り
な
し
　
4
　
う
け
あ
い
）
は
、
今
で
も
続
い
て
い
る
。

り
　
お
客
様
、
ど
う
ぞ
こ
の
洋
服
畠
＝
1
　
め
し
あ
が
っ
て
　
2
　
お
め
し
に
な
っ
て
　
3
　
う
か
が
っ
て
　
4
　
う
け
た
ま
わ
っ
て
）
く
だ

さ
い
。

ェ
　
調
査
蘇
奥
に
つ
い
て
、
報
道
丁
　
機
関
　
2
　
帰
還
　
3
　
器
官
　
4
　
期
間
）
に
対
し
て
説
明
す
る
。

ォ
　
携
帯
電
話
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
た
と
え
（
1
　
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
　
2
　
そ
う
で
あ
っ
て
も

3
　
そ
う
で
あ
る
か
ら
　
4
　
そ
う
で
あ
る
の
で
）
、
私
は
若
者
が
携
帯
電
話
を
持
つ
こ
と
に
賛
成
で
き
な
い
。

力
　
入
学
式
の
と
き
の
来
賓
の
シ
ュ
ク
ジ
（
1
　
示
　
2
　
辛
　
3
　
字
　
4
　
蟹
は
・
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

正
答3
も
ど
か
し
い

文章がうまくつながる言

葉を探せばいいんだよ

ね！

〔A一画一三一ア〕

語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うことに課題

がある。

【正答率　守口42．1％　全国　49．3％】

■■こんな学習活動を ∴ ・ とんなことに留意して ‥ ・

☆自分が書いた文章を推敲する活動を習慣 ・学校生活の中で、自分の意見や感想を書 く機

つける。 会を増や し、推敲する習慣を身につけさせる。

○推敲の仕方のポイント ■推敲の指導は、ペアやグループで読み合 うこ

・主語や述語の関係 とも取 り入れる。

・国語の時間だけでなく、各教科等や日常生活

・修飾 ・被修飾語などの語句どうしの関係

・文や段落の相互の関係

☆日頃から全ての教育活動の中で、言語環

境を整えていく を通 して、文字に対する意識や語句の活用に

○授業での話し言葉 ついての意識を高める。

・ 聞き慣れない言葉に出会った ら、国語辞典で

〈例〉・質問には、単語ではなく文革で答える。

・主語と述語を対応させて話すよう意識づける。

・0 学校や家庭での読書の習慣化

☆短文を作ったり、適切な言葉を選んだりす

る活動を行う。 調べるなど、積極的に使い方を確かめるよう

○短文を作る 指導する。

〈例〉・教科書に出てくる難しい語句を使って短文を作 イ いつかは使 ってみたい言葉」を書きためてお

る。 く 「ネタ帳」つくりの習慣をつける指導も有

・作った短文が適切であるか検討する。 効である。

・難しい語句は、辞書で意味や用例などを確認する。
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【中学校　数学（1）数と式】

文章や式にさる筋道だてた晩帽を！
”

篭

箋

熱

雷

問題文の数量に着目することや、筋道立てて考えた事柄が一般的に成り

立つ理由を説明することに課題があります。ミ皇さ’：：二．

（1）問題文の中の数量に着目する指導で、方程式を作って問題を解決するとき
に、方程式がつくれるようになります。

（2）身近な題材を活用した指導で、文字式を活用して、事柄が成り立つことを
説明することができるようになります。

二喜享葦≡章二幸二三三＿三芸子至二三
＊〔〕内の記号は、問題冊子と問題番号

（3）次の間塩と考え方を読んで，下の「…帖」に当てはまる

言葉を書きなさい。

まず、何の数量が書か

れているかを考えること

が大事だよね。

正答

折り紙の枚数

〔A－ 3－3

間毘

折り紙を何人かの生徒に配るのに，1人に3枚ずつ配ると

20枚余ります。また，1人に5枚ずつ配ると2枚たりません。

生徒の人数を求めるために，生徒の人数をェ人として．方程式

をつくりなさい。

考え方

方程式をつくるために，∬を使って，上の問題の数量のうち，

「　　　lを2通りの式で表すと・3ェ＋20と5ェ‾2に

なります。

この2つの式が等しいので．方程式は3こr＋20＝5こr－2です。

〕一元一次方程式を作って問題を解決するために・数量の関係をとらえ・2通

りに表せる数量に着目できるかどうかに課題がある。

【正答率　守口29．4％　全国34．9％】
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4の倍数って、4×整数

のことだったよね。

〔B－ 2－2

（2）「1段目にどんな連続する3つの自然数を順に入れても，3段目

の教はいつも4の倍数になる。」という健治さんの予想が正しいこ

との説明を完成しなさい。

説明

連続する3つの自然数のうち，

最も小さい数を刀とすると，

3つの自然数は，粥．乃＋1，乃＋2

と表される。

このとき2段目の数は，それぞれ

循＋（邦＋1）＝2ナ‡＋1

（兜＋1）＋（搾＋2）＝2邦＋3

であるから，3段目の数は，

（2乃＋1）＋（2，2＋3）＝

〕　筋道立てて考え、事柄が一般的に成り立つ理由を説明することができるかど

うかに課題がある。

【正答率　守口32．4％　全国40．6％】
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【中学校　数学（2）図形】

証明を書かせる工夫を！

＊〔〕内の記号は、問題冊子と問題番号

箇あそ学級で・「三角形の内角の和は1800である」ことの証明につい
て．次の①．②を比べて考えています。

下の回の△ABCで．

辺BCを延長した轟線上の点吉Dとし．点Cを洩り辺BA

に平行な且線CEをひく。

A

C D

平行線の錯角は等しいから．　　∠α’＝∠g

平行線の同位角は等しいから．　∠ふ＝∠d

したがって．

∠¢＋∠ム十∠e＝三∠g＋∠d＋∠C

＝1800

上って．三角形の内角の和は180●である。

どんな形の三角形

でも証明できると

いうことよね！

正答　ウ

下の団の△A8Cで．

3つの角の大きさ盲それぞれ測ると．

……≡……；△
したがって．

∠A＋∠B＋∠C＝72●＋640＋44●

＝180‘

よって，三角形の内角の和は180‘である。

1800であることの証明について

下のアから才までの中から正しいものを1つ選びなさい。

ア　①も②も証明できている。

イ　①は証明できており．②は形の違うたくさんの三角形で同じよ

うに確かめれば証明したことになる・。

ウ　①は証明できているが，②は形の適うたくさんの三角形で同じ

ように確かめても証明したことにはならない。

エ　①も②も形の適うたくさんの三角形で同じように確かめれば

証明したことになる。

オ　①は形の適うたくさんの三角形で同じように確かめれば証明し

たことになるが．②はそれでも証明したことにはならない。

〔A一画〕証明の意義について理解しているかどうかこ課題がある。
【正答率　守口31．2％　全国28．9％】
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正答例

仮定から、AM＝BM　－（∋

CM＝DM　－②

対頂角は等しいので、

∠AMC＝∠BMD　－③

（丑、②、③より

2辺とその間の角がそれぞれ等しいから、

AAMC…ABMD

回大賞さんは．次の間題を考えています。

閥且

欝 憲琵；…≡言蓋；。∠野 C
次の（1）から（3）までの各問いに答えなさい。

（1）大書さんは．次のような証明の方針1を考えました。この証明の

方針1にもと・プいて．AC〟DBとなることの証明を完成しなさい。

証明の方書目

⑳AC〝D日吉証明するた洲二は．∠MAC＝∠MBD（錯角が等しい）

⑳　∠MAC＝∠MBD盲示すた洲二は，△AMC≡△8MDを示せlL
．ト、．

◎仮定のAM＝B帆CM＝DM盲使うと．△AMC≡△BMDが
示せそうだ。

△ A M C と △ B M D に お い て ，

合 同 な 三 角 形 の 対 応 す る 角 は 等 しい か ら．

∠ M A C ＝∠ M B D

した が っ て ． 錯 角 が 等 しい か ら．

．r　 A C 〟 D B

〔B－匡；司〕　提示された方針をもとに、三角形の合同を示すために必要なことを見出して、

証明を書くことができるかどうかに課題がある。

【正答率　守口33．1％　全国41．0％】
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【中学校　数学（3）数量関係】

積極的なヴ弓了の活用を！

数学的な見方や考え方、関数についての知識・理解に課題があります0

（1）身近な事象を数学的に解釈し説明をする指導で・問題解決のために数学を
活用する方法を考え説明することができるようになります。

（2）グラフを積極的に活用する指導で・日常的な事象を考察する際に、グラフ
を活用するようになります。

（3）実生活の中で、与えられている表やグラフを活用する指導で、表やグラフ
から必要な情報を適切に選択し、それに基づき判断できるようになります0

（4）方程式と関数を関連づけた指導で、二元一次方程式の解の集合が直線とな
ることが理解できるようになります。

＊〔〕内の記号は、問題冊子と問題番号

（3）美咲さんとお兄さんは，蛍光灯と白熱電球を同じ時間使用した

ときの総費用（1個の値段と電気代の合計）を比べています0

蛍光灯と白熱電球

の総費用って、時間

によってかわるん

だったよね。

お兄さん「1個の値段は蛍光灯の、方が高いので∴最初のうちは

蛍光灯の方が総費用も多いね。」

美咲さん「でも，1000時間だと蛍光灯の方が稔費用が少ないよ0」

お兄さん「それなら，2つの稔費用が等しくなる時間があるね0」

蛍光灯と白熱電球の稔費用が等しくなるおよその時間を求める

方法を説明しなさい。ただし，実際にその時間を求める必要はあり

ません。

電球形蛍光灯（左）と白熱電球

正答例

蛍光灯と白熱電球につい

て、使用時間と綺費用の関係

を直線のグラフに表して、そ

の交点の座標から、使用時間

の値をよむ。

〔B一匡亙　事象を数学的に解釈し・問題解決の方法を数学的に説明することができるかど
うかに課題がある。

【正答率　守口12．3％　全国19．1％】
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